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 各 位 

株式会社 山口フィナンシャルグループ 

株式会社 デ ー タ ・ キ ュ ー ビ ッ ク 

 

 

下関市立大学による「しものせき地域ⅮⅩ人材育成リスキリングプログラム」の 

開催及び受講生の募集について 

 

山口フィナンシャルグループ（代表取締役社長ＣＥＯ 椋梨 敬介）および子会社であるデータ・

キュービック（代表取締役 多賀本 悠介）は、下関市立大学（学長 韓 昌完）とともに、データ・サ

イエンス分野の優秀な人材の育成に向けた「しものせき地域ⅮⅩ人材育成リスキリングプログラム」

を昨年度に引き続き開催し、地域一体となったＤＸの推進を行ってまいりますので、下記のとおり

お知らせします。 

 

記 

 

１．背景 

 山口フィナンシャルグループおよびデータ・キュービックは、下関市の高度専門人材の育成を担

う下関市立大学とデータ・サイエンス分野において、互いに連携・協力した取り組み等を行うこと

により、地域の発展に資することを目的として、２０２２年１０月に「地域人材育成にかかる包括

連携協定」を締結しております。 

下関市立大学主催の本プログラムは、２０２３年度より本連携協定の一環として、山口フィナン

シャルグループおよびデータ・キュービックが社内のＤⅩ分野における人材育成から得た知見やノ

ウハウを基に学習プログラムを提供するとともに、「ローコードツール※活用」に関する講義におい

ては社員を講師として派遣しております。 

※ローコードツール…少ないプログラムコードで開発を行うことが出来るツールのことを指します。 

 

２．プログラム概要 

受講期間 ２０２４年１０月５日（土）～２０２５年３月１５日（土） 

開講時間 

毎週土曜日 ９：００～１２：１０（全４０講義） 

※１１月２４日のみ日曜日開催となります 

※スケジュールの詳細は、下関市立大学ホームページにて公開します。 

開講会場 下関市立大学Ｄ棟（データサイエンス）、オンライン開催 

内 容 

講義と演習を通じて身につけたスキルを活用しＰＢＬ（問題解決型学習）に

取り組むことで、地域企業が抱えるＤＸ課題に対応し、企業内でデータ処

理・分析を担い、企業の意思決定に有効な情報を提供できるスキルの習得を

目指します。 

対 象 者 高校を卒業しており、データ処理・分析に興味をお持ちの方 

定 員 

３０名程度 

※定員を大幅に超えるお申し込みがあった場合、書類選考にて決定させてい

ただきます。 
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受 講 料 
６０,０００円 

※１講義単位でも受講可能です（１講義１,５００円～） 

申込方法 

下関市立大学ホームページ※から申込書をダウンロードし、郵送にてお申し込

みください。 

※アクセスはこちら、もしくは別添チラシの２次元コードからも可能です。 

申込期限 ２０２４年９月１７日（火）正午必着 

主 催 下関市立大学 

 

３．データ・キュービックの取り組み 

データ・キュービックは、これまで８００社以上の地域事業者さまのＤＸ推進のご支援を行って

きました。その一環として、ＤＸ分野における人材育成にも力を入れており、マイクロソフト認定

トレーナーなどの資格を有する社員による「Power Platform※活用研修」等を提供し、地域事業者さ

まがＤＸを内製化するためのご支援を実施しております。 

今後も、地域事業者さまのビジネスにおける業務効率化や人材育成に資するサービスを提供する

ことで、地域一体となったＤＸの推進に貢献してまいります。 

※ Power Platform…Power Appsや Power Automate、Power BI等から構成されるマイクロソフトが

提供するローコード開発ツールです。 

 

４．山口フィナンシャルグループのサステナビリティへの取り組み 

山口フィナンシャルグループは、持続可能な社会の実現に貢献していくために「グループサステ

ナビリティ方針」を策定し、この方針に基づき、重点的に取り組むべきＥＳＧ課題である「マテリ

アリティ」を特定しております。本件は１２のマテリアリティの中で「②地域におけるイノベーシ

ョン創出、地域産業の成長サポート」「⑧人材育成・研修機会の創出」の実現に資する取り組みで

す。 

 

 

以 上 

 

 

  
【本件に関するお問い合わせ先】 

山口フィナンシャルグループ ＤＸ戦略部  

担当：松尾 ０７０－１２０７－７３８６  

https://www.shimonoseki-cu.ac.jp/fuzoku/recurrent/boshu


この講義では、Rによる「統計解析手法」
「データの収集と整形」「データの要約と
グラフによる可視化」「データの解析」と
いう一連のプロセスに関する手法について
実践的に学習します。

統計学基礎で学習した内容と多変量解析手
法を用いてデータ解析に適用します。一例
として、主に回帰分析手法を用いてデータ
解析に適用します。



●講義等で使用するソフトウェアは以下の通りです。

対面受講者にはパソコンの貸し出しを行います。
ご自分のパソコンを使用する場合は以下をご確
認ください。

・R言語環境（https://ftp.yz.yamagata-u.ac.jp/pub/cran/） 
・RStudio（R言語の環境）
（https://posit.co/download/rstudio-desktop/） 
・Anaconda（https://www.anaconda.com/download）
・Oracle VM Virtualbox（https://www.virtualbox.org/wiki/Downloads）
・Oracle VM Virtualbox Extension
（https://www.virtualbox.org/wiki/Downloads）
・Vagrant（https://www.vagrantup.com/）
・Google Chrome
・Google colab（https://colab.research.google.com/?hl=ja）
・Power BI（デスクトップ版）

D棟（データサイエンス）


